自己無撞着平均場理論を用いたラムダハイパー核の形状の研究 by Myaing Thi Win
Shape of Lambda Hypernuclei in 
self-consistent Mean-Field Approaches






学 位 の 種 類






ミ ャ イ ン テ ィ ウ ィ ン
MyaingThiWin
博 士 (理 学)
理 博 第 2616号






(主査) 准教授 萩 野 浩 一
教 授 田 村 裕 和
教 授 前 田 和 茂
教 授 山 口 昌 弘
教 授 佐 川 弘 幸 (会津大学)




























































??? ?? ?????? ? ?? ?? ?? ?



































viousmean-fieldstudiesondeformationofhypemucleiby taking intoaccoun tthetriaxialdegreeoffreedom･
Forthispurpose,weemploythenon-relativisticSkym e Hartree-Fock (SHF)method forhypemucleisince
SHFapproachismucheasierfor3-Dcalculationthan RMF.W e extend the ev8code by including the






















の軸対称性を仮定 し､skym eハートリー ･フォツク法を用いた先行研究との比較を行った｡また､
skymeハートリー･フォツク法を用いた計算では､密度分布の軸対称性を仮定せず3次元空間内での最
適な密度分布を求め､非軸対称性の議論を行った｡軸対称性を破った計算は通常の原子核に対してはこれ
までよく行われてきたが､-イパー核に対してはこの研究が世界で初めての試みにあたる｡
本研究によって､(1)多くの原子核では､ラムダ粒子の付加による原子核の変形度の変化は小さいが､
28siなどのように例外的に大きな変化 (変形度の消失)が見られる原子核があること､(2)変形度の消失
が見られる原子核は､変形に対するエネルギー曲線が浅い極小を持っ場合であること､(3)変形度の消失
は相対論的平均場理論で主に見られ､従って､相対論的平均場理論ではSkym eハートリー ･フォツク法
に比べ不純物効果が強く出ること､(4)ただし､Skym eハートリー･フォツク法でも条件さえ揃えば変
形度の消失が期待できること､(5)ラムダ粒子を付加することにより､変形に対するエネルギー曲面が非
軸対称変形に対しソフトになる傾向があること､が示された｡これらの研究成果は､中重核領域における
-イパー核のラムダ粒子の不純物効果に対する知見を与えるものであり､今後この分野の研究に大きく寄
与するものである｡
審査論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡
従って､MyaingThiWin提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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